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?訪日空間23君 !日 i鱒鱗機騒騒圏内22iiE琵3iiit:355中立青
す入ら(よてか、施建三 軍 H盤機騒盤機騒藤機騒盟盟国年本所をーをケれい業すを底に、しす生一、まに設引手二
)の病用りいん精行軍十 詩欝議離盤謹選鱗騒機騒騒謹置圏園圃四庁をも期受年、うは。す、、荊jたるれ昭す着計込す日
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者重と請給合る け ~ι 、 詩 ー をに申ま込ま村にを会全れ後校の電て器の測万を、
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万
円

山
昭
和
三
十
三
年
度
分
の
町
税
徴
収
成
績
の
集
計
を
税
務
課
が
取
ま
と
め
ま
し
た
一

~
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
合
併
以
来
町
税
徴
収
成
績
は
暫
次
向
上
を
た
ど
り
良
好
な
る
ん

山
成
績
を
お
さ
め
つ
つ
お
り
ま
す
と
れ
ひ
と
え
に
町
民
皆
様
の
御
協
カ
に
よ
る
も
}

~
の
で
衷
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
そ
の
成
績
は
次
表
の
通
り
で
あ
り
ま
す
~

調

有毒
突線汚
2放く
塁送
2電
?話

町
民
税
徴
牧
成
績
九
入
%
一

過
年
度
分
滞
納
額
五
十

(単位千円}

率

97.54 
40.30 
93.27 

95.79 
1∞. 
96.fO 
32.85 
9J.15 

収

267.104 
525 424 
792.528 

520.29J 
0 

5~0 L90 
1・.J66.:::5'. 
1.685.641 

収
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徴課賦税町
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0 

95.29 

JOJ. 
0 

89.76 
100. 
100. 
0 
11.15 

97.64 
32.92 

801.394 
1.930347 

33-184.050 
947.556 

33.985.444 
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10.E34.64ヨ
354.77ヨ
10.939.427 

11.也記0.39コ
3.029 690 
14.880田O
570 63'6 
15.45つ.716

入収額

10.901.752 
8;:0.2-)3 
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12.370.6印
3.029.690 
15.400.370 
1.7可6.987
17.137.357 

234.070 
0 
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計
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324 993 
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4.187 830 
2.88う.427
0 

22.14L 
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4.1tJ7.83コ
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25.000 
19臼.529

年度分
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!会肖候挨た長村町 二JTi町
|会 ζ と拶に会長 不守辱
|長の な 還の末吉帝ムよ(
|に度つ 任臨永 'J)Il，ョー=
¥ .就 it.て さ時芳 .E. 
i任かま れr総朗 干品
;致らい 就会氏 r;: 
すずり 任には I主‘一
ζ もま きお去 1工

げを共いにカ幸い々断とる浅と
ま賜な覚誠ないま感のは重学に
すりお情心が皆す謝御Lこ職奔な
。まーで誠ら様 申愛れに才り
1 す層ご怠県の よ顧偏携のま
ょのぎの下御 け御える身し
れい努町支 る後にををた
指まカ村援 次援皆得も
願導すか擦を 第の様まつも
い御。捧興得 で賜方してと
申鞭将げのて ごとのたかよ
よ縫来た為微 ざ只不こ L り

でパ食のうにわれやる薬渡島 J'¥血 F 障児 ん 木 土 御ま検いて導巡害

27足守主上立主35霊2皇2セを i雪害Zt宮山雪需雪是L主討す喜暴君露
。のい νつんがすダにとき物リ りき (ああ者科 田医 り のの実別まい診療障
苦木ミただ、るに使 Lて・、は をれ?るつ 事、師大午七上で施紙す相を育害

診34定自慌て支ZE 召勺 j匂判官喜一裂竺塁手詩吟EZ2
アいマの使は役 C りスしがナ し[』 Z も体八医官官博形健時十せ記こに本効し相よ

出!?iiiiiiiiizjiiiγi可能謀議
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、歴容 案出下回f者たをを成がHをるを〉ねつ 張役に者 診警 談職あ中を 置当でび来
視並は 内のさ役の 作通さ地は逮は 3下い 所場つは 断者 を業るの必 をすあ十す』
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巡

回

検

診

求
職
希
望
者
の

調

査

失
業
者
の
就
職
促
進
の
一
環

と
し
て
、
現
在
求
職
希
望
中
の

自

衛

官

志

願

者

予

備

試

験

空海I高
lニ巳

防
衛
庁
で
は
本
年
度
第
二

次
陸
上
、
海
上
、
航
空
の
各
自

衛
官
を
募
集
中
で
、
現
在
当
役

場
で
も
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま

す。今
回
特
に
当
町
の
志
願
者
の
便

宜
を
計
り
、
本
試
験
の
学
科
成

績
を
良
く
す
る
た
め
自
衛
隊
愛
甲

媛
地
方
連
絡
部
よ
り
係
官
を
招
一

き
予
備
試
験
を
来
る
七
月
十
六
一

日
午
前
九
時
よ
り
長
浜
町
役
場
一

で
実
施
す
る
こ
ー
と
に
し
ま
し
た
一

自
衛
官
を
志
ざ
す
方
は
、
よ
い
一

機
会
で
す
か
ら
是
非
お
い
で
下
一

さ
い
。

予
備
試
験
が
終
れ
ば
、
受
験
に

つ
い
て
の
相
談
や
指
導
、
自
衛

隊
の
内
容
、
待
遇
に
つ
い
て
の

説
明
も
あ
り
ま
す
。

集
oその他くわしくは
町役場及び出張所

でお尋ね下さい

募
暗号20日まで
昭和9年7月2日から弔和16年7月1日までに生れた者

6.300円， (衣食住無料支給)一

官衛自
受付

資格

初任給

4‘ 

、民、JdF￥

ーで主，
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等石争凶、 〕 仙 山、 ? 
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林

業

「
ふ
せ
ご
う
繍
師
、
染
病
」

(ニ)， 

七

月

の

山

林

の

手

入

第43号一

水稲病害!h藤生予想
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" 

~ 

メ

i
ト

(毎月l回発行)昭和34年6月初日

森
林
伐
採
許
可
申
請
は

出
さ
れ
ま
し
た
か

毎
年
の
こ
と
で
す
が
山
林
パ
ツ

下
の
無
帽
を
避
け
る
こ
と
。

特
に
子
供
さ
ん
に
そ
の
傾
向

が
著
し
い
が
、
十
分
な
安
眠

と
休
養
、
規
則
正
し
い
食
生

活
、
直
射
日
光
か
ら
の
頭
の

保
護
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

て
食
品
衛
生
の
向
上
を
図
る

こ
と
。

食
品
関
係
業
者
は
施
設
改
善

飲
食
物
の
衛
生
的
な
取
扱
い

に
注
意
し
、
消
費
者
も
安
全

な
食
品
の
選
び
方
、
衛
生
的

な
取
扱
い
、
台
所
の
改
善
な

ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

て
飲
料
水
の
衛
生
向
ょ
を
図

る
こ
と

井
戸
水
を
使
用
す
る
家
庭
や

特
に
集
団
的
に
利
用
さ
れ
る

学
校
、
事
務
所
な
ど
の
共
同

井
戸
な
ど
に
つ
い
て
は
、
努

め
て
井
戸
水
の
消
毒
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

て
は
え
、
蚊
、
ね
ず
み
を
駆

除
す
る
こ
と
。

赤
痢
、
日
本
脳
炎
な
ど
を
媒

介
す
る
は
え
、
奴
、
ね
ず
み

を
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

「ラツキョ」を作りましょう(健)
〈自)
(桝)
(優)
(良〕
(赤)
(←} 

(ぷ!
(ん)

毎
年
児
童
の
健
康
を
祝
福
し
将

来
の
母
子
保
健
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
凶
的
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
こ
の
行
事
は
、
本
年
J
h
例

年
通
り
実
施
せ
ら
れ
汁
町
内
各

ブ
ロ
ッ
ク
別
予
選
の
結
果
、
三

六
名
の
健
康
優
良
赤
ち
ゃ
ん
が

選
ば
れ
て
、
去
る
五
月
五
目
。

「
世
界
こ
ど
も
の
ロ
こ
に
そ
の

表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

尚
右
健
康
優
良
赤
ち
ゃ
ん
の
う

ち
か
ら
一

O
名
の
町
代
表
者
が

郡
に
於
て
め
で
た
く
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
(
県
表
彰
者
な
し
)

次
に
以
上
の
経
緯
を
お
知
ら
せ

し
て
皆
さ
ん
が
今
後
一
一
層
、
乳

児
の
健
全
な
保
護
育
成
に
努
め

ら
れ
、
将
来
多
数
の
優
良
児
が

出
ま
す
よ
う
、
こ
の
ゴ
〉
ク
ー

ル
に
参
加
さ
れ
ま
す
こ
と
を
切

水族舘に新設された大池

-U 

該
当
人
員
三
九
一
名

受
診
人
員
三
回
九
名

受
診
率
八
九
、
二
Mm

町
代
表
一

O
名

こ

月

1
六

月
迄
の
出
生
児
J

郡
代
表
五
名
(
一
月

1
六
月

迄
の
出
生
児
)

町
表
彰
者
数
三
六
名
(
一
月

t
十
二
月
迄
の
出
生
児
、
特
別

未
熟
児
表
彰
一
名
を
含
む
)

表
彰
者
名
次
の
通
り

O
印
は

郡
代
表
O
印
は
町
代
表

一
月
生
れ

O
矢
野
一
元
茂
(
長

浜
)
岡
田
直
人
(
長
浜
)

二
月
生
れ

O
岸
本
誠
一
郎
(

長
浜

)
O松
田
美
智
子
(
大

和
)
池
田
恵
子
(
出
海
)

三
月
生
れ

O
小
川
哲
(
長
浜

)
大
野
政
徳
(
大
和
)
伊
縫

孝
(
白
滝
)
清
水
淳
三
郎
(

長
浜
)
河
沼
桂
子
(
櫛
生
)

井
上
寿
人
(
青
島
)

四
月
生
れ

O
久
保
和
誠
(
長

浜
)
山
本
嘉
子
(
白
滝
)
。

滝
田
智
之
(
長
浜
)
O大
塚

埋
立
工
事
中
の
長
浜
港
物
揚
場

、-~;--主

1-FE協
際
医
L
8

-
美
(
白
滝
)
小
野
真
也
(

長
浜
)
大
森
美
子
(
侮
生
)

沢
井
智
鶴
(
櫛
生
)

五
月
生
れ

O
浪
本
和
子
(
長

一
浜
)
。
谷
口
秀
文
(
白
滝
)

菊
地
訓
(
大
和
)

六
月
生
れ
清
水
陽
子
(
長
浜

)
堀
弁
克
章
〔
長
浜
)

七
月
生
れ
成
田
忠
徳
(
大
和
)

八
日
生
れ
村
本
由
美
(
出
海
)

九
月
生
れ
亀
井
尚
子
(
長
浜

)
成
問
俊
子
(
大
和
)

十
月
生
れ
藤
本
増
男
(
白
滝

)
増
出
義
弘
(
栂
生
)
岡
崎

賢
一
(
長
浜
)
古
川
邦
子
(

大
和
)
畝
中
恵
美
(
大
和
)

山
田
勲
(
大
和
)

十
一
月
生
れ
沼
田
喜
代
一
)

白
湾
)

十
二
月
生
れ
久
保
浩
一
(
大

和
)

特
別
努
力
賞
中
川
波
津
子
(

未
熟
児
育
児
中
川
康
並
大
)
長

浜必
ず
答
え
て
下

さ
い
住
民
世
帯
の
実

態
調
査

マ
出

(
五
月
届
出
分
)

生
長二女長長 長長二長四 男長四長二 長 長長三長二長長長二二男五二長長多三長長
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J 

本
年
度
の
水
一
多
発
、
早
期
被
害
が
見
込
ま
れ

稲
病
害
虫
は
多
一
ま
す

発
が
予
想
さ
れ
一
③
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

て
お
り
ま
す
の
十
発
生
量
は
平
年
並
で
す
か
早

で

防

除

の

徹

底

一

く

よ

り

発

生

し

て

お

り

ま

す

の

じ

め

じ

め

し

た

梅

雨

期

が

明

け

を

期

し

て

下

さ

一

で

早

期

栽

培

稲

に

被

害

が

出

る

る

と

い

よ

い

よ

本

格

的

な

夏

で

い

。

六

月

十

日

一

見

込

で

す

。

-

一

す

。

夏

に

な

る

と

赤

痢

、

チ

プ

現
在
の
予
想
は
一
①
セ
ジ
ロ
ウ
シ
カ
一
杉
拾
の
間
伐
の
適
期
と
な
り
一
ス
、
日
本
脳
炎
、
小
児
マ
ヒ
、

左
の
通
り
で
す
一
本
年
一
は
既
こ
発
生
を
み
て
お
一
ま
し
た
在
来
で
は
宮
=
り
三
千
一
等
の
伝
染
病
を
は
じ
め
食
中
毒

一

t

一
本
程
度
植
寸
、
少
量
の
間
伐
を
一
に
か
か
り
ゃ
す
く
な
り
ま
す
、

(

一

)

一

一

化

一

り

六

月

か

ら

八

月

に

か

け

て

高

一

マ

れ

一

螺
虫
一
温
多
照
が
続
け
ば
大
発
生
を
見
一
し
て
て
の
ま
伐
期
令
迄
全
木
一
今
年
同
川
県
下
各
地
で
赤
痢
が
集

一

一

育

成

を

行

い

小

経

木

の

生

産

を

一

団

発

生

し

て

お

り

患

者

数

は

昨

①
発
峨
最
一
ま
す
か
ら
充
分
に
注
意
し
て
下
一
う

t
2
り

一

盛
期
の
見
通
し
て
ぜ
い
(
高
松
気
象
台
で
は
高
温
一
一

γ討
は
今
日
日
一
一
一
一
一
押
同
期
の
二
倍
と
い
う
有
様
で

昨

年

度

よ

り

一

多

照

の

見

込

)

・

一

4
り

寸

一

も

稲

々

早

く

早

一

①

い

も

ち

病

一

町

当

植

f
本
数
を
増
加
し
て
一
わ
れ
わ
れ
お
た
が
い
に
伝
染

諸

許

一

現

時

間

民

民

主

持

告

主

い

い

経

一

同

日

目

M
t町
時

十

日

同

容
が
見
込
ま
れ
一
て
お
り
病
原
菌
の
密
度
も
多
く
玩
仁
川
一
一
一
一

γ
日
間
四
日
目
一
一
一
位
行
政
日
日
付
間
一
一
日

す
か
ら
防
除
一
又
今
後
雨
期
に
入
っ
て
よ
り
~
と
る
こ
と
が
出
来
事
ふ
れ
す
一
守
り
ま
し
ょ
う
。

期
も
梢
早
闘
に
一
夫
候
不
順
が
予
想
さ
れ
ま
す
一
間
伐
木
の
選
木
ハ
ヅ
採
、
搬
出
了
、
手
洗
い
を
励
行
す
る
こ
と

三
一
徹
底
し
て
き
て
下
さ
い
一
編
)
増
産
は
先
ず
一
販
売
は
総
て
森
林
組
合
で
御
相
一
用
便
後
、
調
理
前
及
び
食
前

一

刊

期

日

間

数

が

?

い

の

で

一

共

闘

の

防

除

か

ら

一

附

昨

日

け

し

か

ら

遠

慮

な

く

一

汗
Y
必
ず
手
を
洗
い
ま
し

り

で

《

《

f
J、
f
J
J
f
}
t
n
k
J
f
t
j
J
J
F
F
tも
S
E
E
l
S
3
1イ
4
二
、
早
期
受
診
を
徹
底
す
る
こ

一

パ

ラ

チ

オ

ン

剰

の

一

へ

通

知

す

る

と

共

に

幼

児

を

附

一

と

。

語

、

日

広

脳

炎

、

等

一

刻

F

一
近
に
近
づ
け
ぬ
様
に
す
る
一
に
よ
る
死
亡
を
減
ら
し
、
赤

一

品

疋

日

u

こ
〔
ノ

E
r
L

一

4
、
撒
布
の
前
日
は
医
師
に
↑
痢
の
集
団
発
生
を
防
ぐ
た
め

一

i
v
T
E
j
i
J
、
v

d

一
連
絡
し
て
お
き
当
日
医
師
の
所
一
に
、
病
気
に
な
っ
た
ら
早
く

f
z
一
本
年
も
い
水
稲
害
虫
の
共
同
防
一
と
に
な
り
ま
す
の
で
今
後
の
取
一
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
一
一
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ

需
拡
一
除
と
し
て
パ
ラ
チ
オ
ン
剤
の
使
一
扱
は
左
記
の
点
を
厳
重
に
守
つ
一

5
、
撒
布
は
指
導
員
の
指
導
一
う
e

4
一
用
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
年
毎
一
て
一
人
の
中
毒
者
死
亡
者
も
出
一
の
も
と
に
実
施
す
る
こ
と
。
一
て
過
労
、
暴
飲
暴
食
、
炎
天

一
に
之
が
中
毒
者
、
死
亡
者
が
増
一
さ
な
い
様
に
心
掛
け
て
下
さ
い
一
日
、
撒
布
後
残
液
及
び
空
瓶
一
一
盛

8
1
1
1
1
1
1
1
1

一
町
一
九
日
帥
刊
一
一
一
℃
一
一
日
日
制
一
一
一
一
同
品
一
訪
日
一
一
部
宛
一
を
一
位
い
持
一
回
日
切
れ
れ
一
一
一
飲
み
水
は
み
ん
な
で

L
個
人
の
家
に
薬
剤
を
保
管
し
て
一
各
戸
部
使
用
屈
を
四
目
前
に
役
一
患
者
が
出
た
時
は
応
急
処
置
を
二
無
駄
な
く
使
い
ま
し
ょ
う

り
一
い
る
も
の
が
あ
る
為
こ
れ
を
使
一
場
又
は
出
張
所
へ
出
す
と
と
。
一
行
う
と
共
に
直
ち
に
医
師
に
診
二

{
j
J
E
E
R
7
1

t
一
周
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
個
人
一

2
、
薬
剤
を
購
入
す
る
場
合
一
察
さ
せ
三
日
以
内
に
役
場
へ
電
一
一
¥
町
民
の
管
さ
ん
、
日
増
し
に
暑
い
季
節
に
な
っ
て
参
り

一
保
管
並
び
に
個
人
使
用
は
一
切
一
は
責
任
者
が
許
可
証
と
印
鑑
を
一
話
又
は
文
書
で
報
告
す
る
こ
と
一
一
~
ま
し
た
先
頃
よ
り
の
梅
雨
期
も
、
更
に
降
雨
な
く
、

一
許
可
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
一
持
っ
て
撒
布
当
日
に
受
取
り
保
一

8
、
本
年
も
特
効
薬
パ
ム
の
一
一
比
の
頃
で
は
、
昨
夏
を
想
す
特
異
性
の
天
候
が
考
へ
ら

一
わ
ら
ず
跡
を
断
た
な
い
と
言
う
一
管
設
備
不
備
の
場
所
へ
の
保
管
一
設
備
は
長
浜
の
赤
穂
医
院
に
保
一
一
れ
る
よ
う
で
す
。
町
に
於
て
は
、
特
に
多
く
使
用
さ
れ

一
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
皆
さ
ん
の
一
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
一
管
し
ま
す
か
ら
注
意
し
て
下
さ
一
一
る
夏
季
飲
用
水
の
確
保
に
努
め
且
つ
今
後
の
給
水
に
極

一
此
の
取
扱
の
注
意
が
足
り
な
い
一

3
、
撒
布
を
す
る
と
き
は
赤
一
い
。
一
一
一
力
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
、
種
々
こ
れ
の
手
配
を
芳
へ

と
と
を
も
の
が
た
つ
て
い
る
こ
一
い
布
切
を
掲
示
し
小
、
中
学
校
一
一
一
て
お
り
ま
全
。
尚
今
後
降
雨
な
き
天
候
の
続
く
場
合
、

P
4
F
4も
J
事
1
9
t
p
f
?官
事
申
事
+
市
+
地

fも
F
t甲
+
也
F
f市
善
命

f唱

f
一
一
殊
に
飲
用
以
外
、
庭
、
道
路
等
屋
外
へ
の
打
水
、
撒
水

/

h

A

¥

》
雪
甲

0
4

一
商
現
在
日
使
用
中
の
二
段
目
盛
一
一
に
砂
ら
ぬ
量
の
消
費
せ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で

パ
沼
(
夜
♂
謹

N
1

一
(
尺
貫
法
目
盛
と
、
メ
1

ト
一
一
こ
の
点
町
内
全
体
の
皆
さ
ん
方
共
々
に
水
の
節
約
に
つ

か
ト
一
ル
法
目
盛
)
付
の
も
の
は
、
一
一
い
て
御
留
意
頂
き
、
お
互
い
の
水
と
し
て
、
日
常
生
活

は
ツ
一
何
年
ま
で
、
取
引
、
証
明
上
一
一
に
、
無
駄
な
く
一
層
の
活
用
方
に
つ
い
て
御
協
力
を
お

に
ケ
一
に
使
用
出
来
る
の
か
。
一
e

一
願
い
致
し
ま
す
。

，
互
ナ
一
答
昭
和
室
ロ
月
凱
白
ま
で
一
「

i
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

お
エ
一
で
、
昭
和
V
年
1
月
1
日
か
一
メ
ー
ト
ル
法
単
-
目
盛
に
改
一
採
許
可
の
申
請
を
さ
れ
る
方
は

も
の
一
ら
は
、
メ
ド
ト
ル
法
目
盛
の
一
造
し
て
下
さ
い
。
-
六
月
中
に
書
類
を
出
し
て
戴
く

一
て
活
一
み
の
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け
一
間
目
盛
板
の
ら
る
は
か
り
は
一

一
つ
生
一
な
い
o

(

ど
う
す
る
か
。
一
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
ず
か
ら

を

一

と

代

両

日

盛

梓

の

あ

る

は

か

り

は

一

ぽ

ね

式

指

示

は

か

り

等

、

語

障

に

(

有

五

日

迄

受

付

い
j

一
に
現
一
ど
う
す
る
か
。
目
盛
板
の
あ
る
は
か
り
は
、
一
)
出
し
て
下
さ
い
。

む

一

手

が

五

回

盛

樟

の

あ

る

台

は

か

り

尺

貫

法

目

盛

を

棄

を

塗

っ

一

尚

伐

採

調

整

資

金

を

借

り

た

馬
一
と
、
皿
は
か
り
を
メ
ー
ト
ル
て
消
す
こ
と
は
、
自
由
に
行
一

買
こ
一
法
単
一
目
盛
に
改
造
す
る
に
つ
て
e
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
一
い
方
も
同
じ
く
七
月
む
日
迄
に

も
る
一
は
そ
の
構
造
上
、
ど
う
し
て
た
か
ら
、
使
一
周
し
て
は
な
ら
一
借
入
申
請
書
と
伐
採
許
可
の
申

て
見
一
も
、
は
か
り
の
修
理
許
可
業
な
い
尺
貫
法
の
皇
俸
は
早
く
一
請
を
一
諸
に
森
林
組
合
へ
出
し

つ
く
一
者
に
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
り
消
し
て
下
さ
い
。
一
て
下
さ
い

と

よ

一

ま

せ

ん

が

、

三

年

後

の

使

用

伐

採

社

則

可

を

受

け

て

伐

採

し

『
に
を
一
禁
止
の
直
後
に
は
、
こ
の
改

手

目

一

造

修

理

が

非

常

に

混

雑

す

る

な

い

の

は

か

ま

い

ま

せ

ん

が

許

り

の

一

と

予

想

さ

れ

ま

す

か

ら

、

今

可

を

受

け

ず

に

パ

ツ

採

す

る

こ

売

り

一

の

う

ち

に

、

な

る

べ

く

早

く

と

は

出

来

ま

せ

ん

。

農
家
の
換
金
-
っ
き
ょ
で
も

-ool一
三

O
一
管
理
四
月
中
匂
に
「
育
ら

作
物
で
当
地
方
一
円
程
度
で
洗
っ
た
も
の
は
二
ハ
一
っ
き
ょ
」
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ

の
気
候
風
土
に
一
円
程
度
に
取
引
さ
れ
反
収
二
五
一
為
培
主
と
除
草
程
度
で
す

適
合
し
た
も
の
一

o
t一二
O
C震
は
確
実
と
み
ら
一
病
害
春
夏
の
候
に
銭
病
が

で
需
要
が
多
く
一
れ
て
い
ま
す
、
土
質
は
砂
質
地
一
発
生
し
葉
に
赤
褐
色
の
粉
末
が

価
格
の
安
定
し
一
が
良
く
や
せ
地
等
マ
充
分
に
出
一
出
来
る
、
展
活
剤
加
用
石
灰
ボ

た
作
物
は
な
い
一
来
余
り
肥
え
て
い
る
と
収
量
は
一
ル
ド
l
液
を
撒
布
し
防
除
す
る

も
の
か
と
考
え
一
多
い
が
病
気
に
か
か
り
ゃ
す
く
一
黒
球
病
外
皮
が
黒
変
し
外

て
き
ま
し
た
が
一
輪
作
の
必
要
が
あ
れ
ま
す
か
ら
一
観
が
悪
く
な
る
司
防
除
は
ワ
ス

今
回
園
芸
組
合
一
回
開
墾
地
の
一
密
樹
新
阪
地
問
作
や
一
プ
ル
ン
消
毒
を
行
い
陰
湿
地
を

が
中
心
と
な
っ
一
急
傾
斜
地
の
土
問
団
胤
、
陛
畔
利
一
避
け
排
水
を
図
る
、
被
害
の
甚

て
「
ら
つ
き
、
よ
一
周
等
に
有
利
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
だ
し
い
時
は
輪
作
を
行
う
。

」
の
試
作
を
行
十
栽
培
は
容
易
で
大
体
を
記
し
て
一
種
子
は
大
体
質
当
り
一

o
o

xノ
と

と

に

な

り

一

み

ま

す

と

一

円

程

度

で

生

産

地

よ

り

移

入

し

ま

し

た

。

一

植

付

矧

七

月

上

旬

t
九
月
一
ま
す
。
希
望
者
は
も
よ
り
の
闘

現

在

の

産

地

は

一

下

旬

一

協

又

は

農

協

一

へ

申

込

ん

で

下

さ

鳥
取
、
福
井
千
一
畦
幅
三
尺
五
寸
、
株
間
一
一
い

菜
、
九
州
方
面
一
寸
五
分
l
二
寸
の
二
条
植
一
尚
く
わ
し
く
は
回
覧
等
で
御
知

で
す
が
今
後
の
需
要
の
見
透
し
一
種
子
量
五

O
I五
五
貫
一
ら
せ
し
ま
す
。

も
明
る
〈
債
格
も
貫
当
り
土
付
一
政
穫
六
月
下
匂
1
七
月
下
一

1

(
葉
を
切
っ
た
そ
の
ま
ま
)
ら
-
句

?
dも
z
e
I
a略
占

d
島
9

4
時
9

d
場
。
a
も
b

4寺
島
地
事
h
y
d臨
y
a
f
t
-
i
a帯、
e
4
E
E
V
J晶
、
品

d
弘
V
争

4
も
e
d也

T
J
'

望
い
た
し
ま
す
ロ
尚
本
年
は
未

熟
児
の
育
児
努
力
の
方
を
一
名

特
別
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
社
会
保
障
並
び
に
新
し
い
国

民
年
金
等
の
福
祉
に
関
係
す
る
ム
ι

一
城
元
正
信

事
業
を
適
正
に
進
め
て
ゆ
く
為
一
γ
鎌
田
重
喜

の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
、
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本
町
住
民
生
活
と
社
会
保
障
の
ふ
ー
亀
岡
嘉
夫
、

関
係
に
つ
き
、
現
在
の
そ
の
実
ご
津
田
年
一

態
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
二

お
り
ま
す
。
近
く
各
区
長
さ
ん
で
久
保
貞
夫

よ
り
み
な
さ
ん
の
お
手
許
へ
別
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に
調
査
用
紙
が
配
布
さ
れ
ま
す
内
松
田
サ
ツ
キ

か
ら
、
注
煮
事
項
を
参
照
の
上
芋
山
城
博
愛

各
世
帯
に
於
て
御
記
入
し
て
頂
、
一
人
中
城
虎
義

き
、
来
る
七
月
十
日
中
高

で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
区
長

に
提
出
し
て
下
さ
る
よ

お
願
い
致
し
ま
す
。

調
査
要
領
左
記
の
通
り

一
、
本
年
の
六
月
一
日
現
在
各

世
帯
に
居
た
全
員
に
つ
い
て
(

尚
在
学
中
の
町
外
居
住
者
を
合

二
、
記
入
事
項

ィ
、
住
所
、
大
字
名
、
区
名

ロ
、
氏
名

ハ
、
世
帯
主
と
の
続
柄

て
生
年
月
日

ホ
、
職
業
又
は
勤
務
先

へ
1

性
別

ト
、
・
加
入
し
て
い
る
保
障
の
種

別
に
加
入
者
本
人
は
@
印
被
扶

養
者
は

O
印
①
か
ら
①
の
区
別

に
よ
り
御
記
入
下
さ
い
。
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